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神奈川県立茅ケ崎支援学校　学校運営協議会　第１回　開催結果

本校の学校運営協議会を下記のとおり開催しました。

【学校評価部会】
　　　　　・学校教育計画とグランドデザイン
　　　　　・令和８年度の学校評価（目標設定）について

　　　〈ご意見等〉

　　　　◎取組について了承する。

　　　　〇ポジティブ行動支援の考え方が、勤務校（小学校）の考え方と近いと感じた。環境を調整する視点を情報交換
　　　　　できたらよい。
　　　　〇茅ヶ崎は、北の方は自然豊かで野鳥がいたりする。校外行事の候補地の一つとしてほしい。
　　　　〇学校として方針を打ち出し、地域に学校を開いていくことは大切であるので、計画通り進めてほしい。
　　　　〇人権のアンケートを活用して、先生方に人権について伝えていくことは大切。
　　　　〇「子どもファースト」であることがよくわかった。子どもをほめて伸ばすのは大切。
　　　　〇ボランティアについては、通常のボランティアと災害時のボランティアがある。社協との連携が課題となる。
　　　　〇働いてお給料をもらうことは大変なこと。そこを生徒に伝えていってほしい。
　　　　〇「自分の取扱説明書」の取組はよい。子どもの自己理解は親や先生から話してもらう形で進んでいくと思う。

【切れ目ない支援部会】
　　　　　・地域との連携

　　　〈ご意見等〉
　　　　〇卒業生が、在校生に向けて卒業後の生活や経験について話をする機会を定期的に設けることが、小中校の
　　　　　継続した進路学習につながる。
　　　　〇地域に茅ケ崎支援学校を知ってもらうためにいろいろな活動をしてきた。今後、ボッチャを通して地域と交流
　　　　　していけるとよい。
　　　　〇茅ヶ崎市や寒川町の指導主事とも連携しながら、センター的機能を発揮してほしい。

【学校防災部会】
　　　　　・「学校防災活動マニュアル」の課題・改善点
　
　　　〈ご意見等〉
　　　〇茅ヶ崎市の障害福祉課や寒川町の防災関係の部署と関係を作っておくとよい。
　　　〇市のハザードマップが昨年更新されたので、マニュアルの掲載ページの内容を更新するとよい。
　　　〇防災については、自治会でも重要な事項である。防災のリーダーを立て、研修を受けている。
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